は、 昨夜 夢の 中で 逃げよう として 藻搔 いたと きの 汗 を、 

まだ かいていた。 

その 日、 吉は 学校で 三度 教師に 叱られた。 

最初 は 算術の 時間で、 仮分数 を 帯分数に 直した 分子 

の 数 を 訊かれた 時に 黙って いると、 

「そうれ 見よ。 お前 はさ つ きから 窓ば かり 眺めて いた 

の だ。」 と 教師に 睨まれた。 

そ-つし 

二度目の 時 は 習字の 時間で ある。 その 時の 吉の 草紙 

の 上に は、 字が 一 字 も 見あたらないで、 宫の 前の 

高麗 狗の 顔に も 似て いれば、 また 人間の 顔に も 似つ か 

わしい 三つの 顔が 書いて あった。 その どの 顔 も、 笑い 



を 浮かばせようと 骨折った 大きな 口の 曲線が、 幾度 も 

書き直されて あるた めに、 真っ黒くな つていた。 

三度 目の 時 は 学校の 退ける ときで、 皆の 学童が 包 を 

仕上げて 礼 をして から 出ようと すると、 教師 は 吉を呼 

び 止めた。 そして、 もう 一度 礼 をし 直せと 叱った。 

ひきだし 

家へ 走り 帰る と 直ぐ 吉は、 鏡台の 抽出から 油紙に 包 

んだ 剃刀 を 取り出して 人目に つかない 小屋の 中で それ 

を 研いだ。 研ぎ 終る と 軒へ 廻って、 積み上げて ある 割 

木 を 眺めて いた。 それから また 庭に 這-^ つて、 餅搗き 

用の 杵を 撫でて みた。 が、 また ぶらぶら 流し元まで 

まないた いどばた 

戻って 来る と 俎 を 裏返して みたが 急に 彼 は 井戸 傍の 



と 姉 は 言って 庭へ 降りた。 

「いや だい。」 と吉は 鋭く 叫んだ。 

「いよいよ 怪しい。」 

姉 は 梁の 端に 吊り 下って いる 梯子 を 昇り かけた。 す 

ると 吉は^ 足の まま 庭へ 飛び降りて 梯子 を 下から 揺す 

ぶり 出した。 

「恐い よう、 これ、 吉 つてば。」 

肩 を 縮めて いる 姉 はちよ つと 黙る と、 口 をと がらせ 

て 唾 を 吐き かける 真似 をした。 

「吉 ッ！」 と 父親 は 叱った。 

暫くして 屋根裏の 奥の 方で、 
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